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平成２７年度第４回循環型社会推進会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２８年２月１日（月） 

  開会 午後３時 

  閉会 午後４時３０分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎３階 講堂１ 

３ 出席委員 

  東 珠実、吉田 民子、白坂 弘子、深田 定雄、 

服部 亜紀、杉島 重男、鍋島 洋行、松原 八壽雄   計８名 

４ 欠席委員 

  浅見 洋子、渡辺 安正 計２名 

５ 傍聴者数 

  １名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長 石坂 清二、環境事業センター所長 鈴木 利幸、 

環境課長補佐 川本 英貴、環境事業センター所長補佐 山崎 力、 

環境課主査 長田 篤 

７ 議題等 

 １ 座長あいさつ 

 ２ 議題 

  ⑴ 組成調査の結果について 

  ⑵ 平成２８年度の予算の概要について 

 ３ その他 
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８ 会議の要旨 

環境課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東座長 

環境課長 

 

 

東座長 

 

 

長田主査 

東座長 

 

 

松原委員 

 

 

環境課長補佐 

 

白坂委員 

環境課長補佐 

 

吉田委員 

 

環境課長補佐 

 

 定刻になりましたので、ただ今から「平成２７年度第４回 尾張

旭市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。 

本日、浅見委員、渡辺委員から欠席のご連絡を受けていますので、

ご報告させていただきます。 

 本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関する基準」

に基づき、本会議の会議録につきましても情報公開の対象となること

も、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。 

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。事前配付させ

ていただきました資料は、ご持参いただけましたでしょうか。もし不

足がありましたら事務局までお申し出ください。 

特にないようでしたら、次第に沿って会議を進行させていただきま

す。 

次第１「座長あいさつ」を座長の東先生にお願いします。 

＜あいさつ＞ 

ありがとうございました。このあとは、次第に従って議題に入って

まいりますが、ここからは座長である東先生に議事の進行をお願いし

ます。 

それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。 

次第２議題⑴組成調査の結果について、資料１により事務局から説

明をお願いします。 

＜資料１で説明＞ 

ただいま事務局から、「ごみ組成調査の結果について」の説明が

ありました。 

 ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。 

自治会活性化地区とは、旭ヶ丘町のあたりということだったが、他

にも新居町や北原山町も含まれているが、こちらの２つの町でも自治

会として何かやっているということか。 

旭丘小学校区で自治会が環境イベントや資源ごみ回収を活発に行

っています。 

農村地区の意味は。 

田畑が多い地域ということで、農家をピックアップしたものではあ

りません。 

今回新たに２地区増やしたが、組成調査の方法を変更する予定はな

いか。 

 今までの数値との整合性もありますので、大きく変更することは難

しいと考えます。 
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杉島委員 

 

 

 

 

環境課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原委員 

 

環境課長補佐 

 

環境課長 

東座長 

 

 

環境課長補佐 

 

 

杉島委員 

 

環境課長補佐 

 

 

杉島委員 

 

 

 

 

 

 燃えるごみの中に、まだ減らせるごみが４，１００トンあるという

ことで、まだまだごみ減量の努力が必要だと感じた。中でも雑がみの

分別は、平成１７年から啓発を行ってきたが、行政も含め市民の努力

もまだまだ必要である。この結果をふまえ、来年度以降どのような施

策をしていくかが重要になってくると思われる。 

 まずはこの結果を、市民のかたに広報でお伝えします。その中で、

雑がみの分別袋を環境課の窓口に設置していますので、袋を使った啓

発も行っていきます。 

 また、以前の推進会議で作成していただいた雑がみ分別のＤＶＤが

ありまして、こちらを見ていただきますと、非常に分別意識が高まり

ますので、資源ごみ回収団体等で借りていただき、家族全員でご覧に

なって分別意識を高めていただければと思っております。 

 併せて、生ごみについてもまだ５０％を超えておりますので、こち

らの減量にも取り組んでいかなければいけません。生ごみの水切りが

簡単にできる器具（グッズ）もありますので、市民の皆さまに周知で

きればと考えております。 

 組成調査の中で、地区別の１世帯あたりの量がわかればいいと思

う。 

 市としての全体量は把握できると思いますが、地区別は難しいと思

います。 

 一度研究させていただきます。 

 他にご意見等ないようですので、議題⑵平成２８年度の予算の

概要について、資料２から４により事務局から説明をお願いしま

す。 

＜資料２から４で説明＞ 

ただいま事務局から、「平成２８年度の予算の概要について」の説

明がありました。ご質問等ありましたらお願いします。 

ごみ有料化についてのアンケートの実施時期は、いつを想定し

ているか。 

来年度の推進会議のプロジェクトの中で、調査内容について検

討していきますので、市民の皆さまにアンケートをお配りできる

のは来年度の後半になると思います。 

プラごみの毎週収集を行うということは、費用をともなうが市

民の利便性を高めるためと、もう１つはプラごみを焼却処分する

と二酸化炭素の排出量が増加し、大気汚染の原因となる。その環

境問題に関しても、市の姿勢を明確にする必要がある。 

また事業系のごみについては、拡大生産者責任に基づき、市が

事業者に対し強く啓発・指導を行っていかなければならない。 
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環境課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原委員 

 

 

深田委員 

 

 

 

 

環境課長補佐 

 

杉島委員 

 

 

鍋島委員 

 

 

 

鈴木所長 

鍋島委員 

 

環境課長 

 

 

 

 

 

 

 市としましては、費用をかけても循環型社会の形成、ごみ減量

の推進を積極的に進めていく姿勢を明確に打ち出し、市民の皆さ

んにＰＲし、理解していただきたいと思っております。 

また、プラごみの費用に関してですが、拡大生産者責任の問題

と併せて、リサイクルの制度の見直しについて強く求めていきま

す。 

具体的には、全国の自治体で組織する都市清掃会議と全国市長

会に、現在本市から事業者の費用負担の拡大と、自治体がリサイ

クル方法を選択できるような制度の改善の要望書を２つの会議の

支部に提出しました。今後、支部の中で検討し、全国の組織で承

認いただければ国へ要望書を提出できる予定となっております。 

今まで言ってきたプラごみに市の負担がかなりかかっていると

いうことを、外に向かって積極的に動いてくれることは非常にあ

りがたいと思います。 

子ども会などで新聞・雑誌の回収はあるが、雑がみの回収は聞

いたことがないので、市民にまだ周知されていないのではないか。

雑がみを分別したはいいが、どのように出したらいいかわからな

い人も多いと思うので、雑がみの分別について、積極的に啓発し

ていく必要がある。 

先ほどの雑がみ分別のＤＶＤは、非常に分かりやすくなってい

ますので、ＤＶＤなどで普及・啓発ができるよう努力します。 

組成調査の結果をふまえ、お金をかけないでやれることも多い

と思うので、来年度どう取り組むかということについて、次回の

会議までに市としての考え方を提案して報告いただきたい。 

前回のリサイクル広場拡充プロジェクトの会議の中で、リサイ

クル広場の案内表示がないので、場所がわかりにくいということ

で看板設置という話が出たが、市民サービスの向上のためにやる

べきだと思うが、平成２８年度の予算に計上されているか。 

計上していません。 

費用が多額でなければ、市民サービスという点においても、利便性

も上がるので、早く設置すべき。 

看板を設置するということも効果はあると思いますが、リサイクル

広場がどのような所で何をするところかということが、市民のかたに

まだ知られていないので、まずは重点的に周知を行っていきます。予

算はほぼ確定し、公表する時期に来ておりますので今からの計上は難

しいですので、３月にプロジェクトの取りまとめをしていただく際

に、強く要望していただければと思います。 
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環境課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

東座長 

 

 

 

環境課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東座長 

 

 

最後に、本日欠席の渡辺委員から事前に意見をいただいており

ますので、紹介させていただきます。 

リサイクルステーションに関して、事業者に協力を得るのも１

つだが、自治会などに依頼し、例えば公民館などに設置し、地元

に運営を任せるのもいいのではないかという意見でした。より身

近な場所で、市民の皆さんも出しやすくなり、集めたものは地元

の収益とすることによって、資源化がより進むのではないかとい

うことでした。 

他にご意見等がないようですので、本日委員の皆さまからいた

だいた意見等につきましては、事務局で検討し、必要な事項につ

いては次回の会議で報告していただきたいと思います。 

それでは３のその他ということで、事務局から何かありますか。 

本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうござ

いました。 

予算が少ない中で、新規事業がなかなか認められないものですが、

ごみ処理については市長の理解も得ることができまして、計画どおり

進めていけるのではないかと思います。 

ただし、予算がついたからといってごみが減っていく、分別意識が

向上するというわけではなく、予算の使い方が我々に問われています

ので、この予算を有効に使えるよう皆さまにご意見をいただきたいと

思います。 

また、雑がみや生ごみに関しましても、予算をかけずに市民の皆さ

まの意識を少しでも変えることができるよう検討しますので、次回の

会議で報告させていただきます。 

そして、皆さまの委員の任期が３月末までとなっておりますので、

このメンバーでは次回の会議が最後ということになります。 

 次回はプロジェクトの報告をしていただきますのでよろしくお

願いします。日時については、決まり次第、構成員の皆さまにご案

内させていただきますので、お忙しいとは思いますが、ご出席につい

てよろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして、平成２７年第４回尾張旭市循環型社

会推進会議を閉会といたします。皆さま長時間にわたり大変お疲れ様

でした。 


